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中高生の友だちグループの地位と学校への心理的適応
―学級帰属意識と「スクールカースト」への意識を調整変数とした検討―

○水野君平（北海道大学） 柳岡開地（東京大学）

キーワード：中高生，友人関係

問題と目的

学級内における「友だちグループ」といわれる

インフォーマル集団（山中, 2014）に格差関係が生

じることは「スクールカースト」といわれている

（鈴木, 2012）。「スクールカースト」において，友

だちグループの地位が高い生徒ほど学校適応も高

い（水野・太田, 2017；水野・日高, 2019）。しかし，

これらの研究は中学生を対象とした研究であり，

高校生でも同様の知見が当てはまるかまではわか

らない。また，これらの関連における調整変数ま

では十分に検討されていない。そこで，本研究で

は中高生を対象として友だちグループの地位と学

校への適応感の関連性を検討すること，またその

関連性の調整変数として学級帰属感と「スクール

カースト」への意識を取り上げて検討した。

方 法

協力者 中高生 408 名であった。㈱マクロミル

のモニターで，中高生の子どもがいる親に協力を

依頼し，子どもの同意が得られた場合，子どもに

回答してもらうことでデータを収集した。

調査項目 水野・日高（2019）の手続きと項目

を用い，グループの有無を尋ね，グループがある

と回答した生徒のみグループ間地位（M=2.89,
SD=0.71, r=.68 ）とグループ内地位（ M=2.93,
SD=0.75, r=.70）をそれぞれ 2 項目で尋ねた。その

他，鹿島他（2011）の学級への帰属意識（例「私

は今のクラスに入って良かったと思っている」）の

5 項目（M=3.51, SD=0.82, α=.93），独自に作成した

「スクールカースト」への意識 4 項目（「普段の学

校生活で」から続く「グループ間の上下関係を意

識することがある /どんなグループでも平等だと

意識することがある /自分たちとは違うグループ

が上だと思うことがある /自分たちとは違うグル

ープが下だと思うことがある」），古市・玉木（1994）
の学校享受感の 10 項目（M=3.40, SD=0.75, α=.91）
を測定した。

結果と考察

「スクールカースト」への意識の 4 項目の α 係

数は逆転項目処理後で.71 であったため許容範囲

内の信頼性があるものと見なして平均値を算出し

た（M=3.51, SD=0.82）。なお，中高生の間で有意な

差はなかった（ns, d=.08）。

変数間のゼロ次相関は Table 1 のとおりであり

（上三角が高校生），概ね先行研究に類した結果で

あった。グループ間地位，学級帰属意識，学校享

受感の間は正の相関であり，中高生の間で係数は

大きく変わらなかった。また，高校生のみ「スク

ールカースト」への意識とグループ間地位および

学校享受感の間の相関は有意な負の値であった。

そして，従属変数を学校享受感，統制変数をグ

ループ内の地位，性別・学年，独立変数をグルー

プ間の地位，学級帰属意識，「スクールカースト」

への意識とその交互作用項とした回帰分析を中高

生別に行った。その結果，中学生でのみ交互作用

項（グループ間地位×カーストへの意識）が有意

傾向であり，単純傾斜検定（Figure 1）ではカース

トへの意識が低い（-1SD）生徒はグループ間の地

位と学校享受感の関連が有意であった（β=.35, 
p<.001；+1SD では β=.11, ns）。すなわち，「スクー

ルカースト」への意識が弱い中学生は自分の所属

グループの地位が高いほど学校享受感も高かった。

Table 1 変数のゼロ次相関

１ 2 3 4 5

1 グループ間 ― .52*** .35*** -.16* .35***

2 グループ内 .52*** ― .31*** -.01 .27***

3 学級帰属 .39*** .30*** ― -.33*** .76***

4 カースト意識 -.04 -.03 -.12 ― -.30***

5 享受感 .38*** .23** .68*** -.11 ―

***p<.001, ** p<.01 * p<.05

Figure 1 単純傾斜検定（中学生）の結果
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教師の伝え方が保護者に与える影響
―子どもの発達理解に着目して―

米川純子（聖徳大学）

キーワード：教師の伝え方，子どもの発達理解，保護者の受けとめ方

問題と目的

平成 20 年度「発達障害等支援・特別支

援教育総合推進事業」以降，宮城県特別

支援教育グランドモデル地域の報告の中

で，事業の課題とその解決のために必要

な取り組みとして，相談支援ファイルの

有効活用が挙げられている。

相談支援ファイルに今までの対応，具

体的な支援の仕方，今後の見通しなど，

アドバイスされたことを細かく記述して

おくことによって，その子どもへのより

具体的で的確な支援を行うことができる。

一方で，これらのことを保護者が支援者

から伝えられた場合，どのような受けと

め方をし，記述していくかということが

課題となってくることが予想される。相

談支援ファイルを有効に活用していくた

めにも，保護者と支援チームとの連携が

重要だということが考えられる。

本研究では，保護者が受容しやすい教

師の伝え方を明らかにする。

方 法

A 市放課後児童クラブ，全 11 クラブの

小学校 1 年生～3 年生の保護者 257 名を

対象に質問紙調査を実施し，174 名の回

答を収集した。その結果，回答に不備の

ない 171 名を調査対象とした。

調査内容

保護者が子どもの発達理解に対して，

関心の高い「学習」・「手伝い」・「友だち

関係」の３項目に焦点を当て，修士課程

にて心理学を専攻する大学院生 5 名の協

力を得て，「学習」・「手伝い」・「友だち関

係」のカテゴリー別に最後に“いいこと”

を伝えるか“悪いこと”を伝えるかに分

け，6 項目の事例文を作成した。

結果と考察

本研究では教師の伝え方を学習面の

「最後に悪いこと」を伝える，学習面の

「最後にいいこと」を伝える，友だち関

係の「最後に悪いこと」を伝える，友だ

ち関係の「最後にいいこと」を伝える，

生活面の「最後に悪いこと」を伝える，

生活面の「最後にいいこと」を伝えると

いう 6 パターンで伝えた。

その結果，保護者の受けとめ方に変化

がみられたのは，子どもの「生活面」を

伝えるときにだけであった。「最後に悪い

こと」を伝えると，否定的な受けとめ方

をするということが示唆された。この結

果は，2 つの事が考えられる。第一に，「生

活面」に関しては，学校でみせる子ども

の姿が家庭でみせる子どもの姿と違って

いても，保護者は家庭で子どもの姿を把

握しやすい生活面に関するので，「最後に

悪いこと」を伝えられると，否定的な回

答が高まったということが考えられた。

第二に，他の 2 つの側面である「学習

面」「友だち関係」においては，家庭内で

みせる子どもの姿だけでは保護者は子ど

もの発達理解を把握しにくいために，「最

後に悪いこと」を伝えられても，「最後に

いいこと」を伝えられても受けとめると

いう回答が高まったと考えられた。

本研究において，χ2 検定の結果から，

保護者は教師から「最後に悪いこと」を

伝えられても，「最後にいいこと」を伝え

られても，「生活面」以外では，子どもの

発達理解を「受け入れる」傾向が高いと

いうことが明らかになった。

― 402―


